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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第131期

中間連結会計期間
第132期

中間連結会計期間
第131期

会計期間
自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

自 2023年４月１日
至 2024年３月31日

売上高 (百万円) 121,157 112,295 256,328

経常利益 (百万円) 3,213 2,139 10,377

親会社株主に帰属する中間

(当期)純利益
(百万円) 2,216 1,115 6,155

中間包括利益又は

包括利益
(百万円) 7,068 △934 14,691

純資産額 (百万円) 99,200 103,205 105,574

総資産額 (百万円) 418,226 415,418 431,785

１株当たり中間(当期）

純利益
(円) 59.87 30.12 166.24

潜在株式調整後１株当たり

中間(当期)純利益
(円) － － －

自己資本比率 (％) 22.1 23.1 22.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) 7,218 15,286 22,124

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △15,210 △13,927 △28,151

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △3,563 △6,047 △4,018

現金及び現金同等物の

中間期末(期末)残高
(百万円) 27,049 22,649 26,446

（注）１. 当社は中間連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載していな

い。

２. 潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

３. 当社は業績連動型株式報酬制度（株式給付信託）を導入しており、１株当たり中間（当期）純利益の算定

上、株式給付信託に係る信託口が保有する当社株式を期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めている。

４．「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日）等を当中間連

結会計期間の期首から適用しており、前中間連結会計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等につ

いては、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループの中間連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている企業会計の基準に基づき

作成されている。経営者の視点による当中間連結会計期間の経営成績、財政状態及びキャッシュ・フローの状況に

関する分析等は次のとおりである。

本項に記載した将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものである。

 

１．経営成績の状況

当中間連結会計期間の売上高は、ガス事業において原料費調整によるガス料金単価の下方調整の影響等によ

り、前年同期に比べ7.3％減の112,295百万円となった。

費用面については、主にガス事業において売上原価が減少した。

この結果、営業利益は前年同期に比べ36.4％減の1,679百万円、経常利益は同33.4％減の2,139百万円となっ

た。また、親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期に比べ49.7％減の1,115百万円となった。

 

セグメント別の状況は、次のとおりである。

(1) ガス

当中間連結会計期間の都市ガス事業における小売お客さま件数は874千件であり、都市ガス販売量は前年同

期に比べ0.3％減の425,498千㎥となった。このうち家庭用ガス販売量については、夏季の気温が高かったこと

等により、前年同期に比べ2.5％減の79,581千㎥となった。一方、業務用ガス販売量については、新規顧客の

獲得及び既存顧客の稼働増等により前年同期に比べ1.1％増の289,691千㎥となった。他の事業者への卸供給ガ

ス販売量については、卸供給先の需要減により前年同期に比べ4.0％減の56,226千㎥となった。

以上のような都市ガス販売量の結果と原料費調整によるガス料金単価の下方調整の影響等により、売上高は

前年同期に比べ7.2％減の70,558百万円となり、セグメント利益は売上高の減少等により同63.6％減の103百万

円となった。

 

(2) ＬＰＧ

売上高はＬＰＧ販売単価の上昇等により、前年同期に比べ6.2％増の11,008百万円となったものの、セグメ

ント損益はＬＰＧ仕入単価の上昇等による売上原価の増加や販売管理費の増加により615百万円の損失（前年

同期はセグメント損失326百万円）となった。

 

(3) 電力・その他エネルギー

売上高は前年同期並みの11,318百万円となり、セグメント利益は売上原価の増加等により、前年同期に比べ

58.5％減の420百万円となった。

 

(4) 不動産

売上高は賃貸用不動産の売却売上が減少したこと等により、前年同期に比べ13.0％減の16,051百万円となっ

たものの、セグメント利益は分譲マンションの販売戸数が増加したこと等により、同10.1％増の1,811百万円

となった。

 

(5) その他

その他の事業には、食関連事業（食品販売事業、飲食店事業）、情報処理事業等が含まれている。売上高は

食品販売事業売上の減少等により、前年同期に比べ9.2％減の11,989百万円となり、セグメント利益は前年同

期並みの416百万円となった。

 

（注）１．セグメント別売上高及びセグメント利益又は損失には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んで

いる。

２．本報告書では、ガス量はすべて毎月の検針による使用量の計量に基づいたものを45MJ(メガジュー

ル)/㎥で表記している。
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セグメント別の売上高及びその構成比は次のとおりである。

 
区分

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

 金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

 ガス 76,056 58.7 70,558 58.3

 ＬＰＧ 10,363 8.0 11,008 9.1

 電力・その他エネルギー 11,413 8.8 11,318 9.4

 不動産 18,447 14.3 16,051 13.3

 その他 13,198 10.2 11,989 9.9

 計 129,478 100.0 120,926 100.0

 

２．財政状態の状況

(1) 資産

当中間連結会計期間末における資産合計は、415,418百万円となり、前連結会計年度末に比べ16,366百万円

減少した。これは主に原材料及び貯蔵品や受取手形、売掛金及び契約資産の減少によるものである。

 

(2) 負債

当中間連結会計期間末における負債合計は、312,213百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,997百万円

減少した。これは主に短期借入金や支払手形及び買掛金の減少によるものである。

 

(3) 純資産

当中間連結会計期間末における純資産合計は、103,205百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,369百万円

減少した。これは主にその他有価証券評価差額金の減少によるものである。

 

３．キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ3,797百万円減の22,649百万円となった。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりである。

 

(1) 営業活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間に営業活動により増加した資金は、15,286百万円となり、前年同期に比べ8,068百万円

の収入の増加となった。これは、棚卸資産の増減額が増加したこと等によるものである。

 

(2) 投資活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間に投資活動により減少した資金は、13,927百万円となり、前年同期に比べ1,282百万円

の支出の減少となった。これは、有形及び無形固定資産の取得による支出が減少したこと等によるものであ

る。

 

(3) 財務活動によるキャッシュ・フロー

当中間連結会計期間に財務活動により減少した資金は、6,047百万円となり、前年同期に比べ2,483百万円の

支出の増加となった。これは、短期借入金の純増減額が減少したこと等によるものである。
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４．会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はない。

 

５．経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はない。

 

６．優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変

更はない。

 

７．研究開発活動

当中間連結会計期間における研究開発費の総額は24百万円である。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

３【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 37,187,567 37,187,567

東京証券取引所

（プライム市場）

福岡証券取引所

単元株式数

100株

計 37,187,567 37,187,567 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はない。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はない。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2024年４月１日～
2024年９月30日

－ 37,187,567 － 20,629 － 5,695
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

日本マスタートラスト

 信託銀行株式会社（信託口）
 東京都港区赤坂一丁目８－１ 2,969 8.00

株式会社福岡銀行 福岡市中央区天神二丁目13－１ 1,835 4.95

株式会社西日本シティ銀行  福岡市博多区博多駅前三丁目１－１ 1,824 4.92

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６－６ 1,725 4.65

ＳＧ共栄会 福岡市博多区千代一丁目17－１ 1,185 3.19

株式会社十八親和銀行 長崎市銅座町１－11 1,169 3.15

西部瓦斯持株会 福岡市博多区千代一丁目17－１ 977 2.64

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１－２ 874 2.36

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４－１ 764 2.06

株式会社日本カストディ

銀行（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８－12 726 1.96

計 － 14,052 37.87

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ －

普通株式 85,400

（相互保有株式）
－ －

普通株式 32,800

完全議決権株式（その他） 普通株式 36,976,600 369,766 －

単元未満株式 普通株式 92,767 － －

発行済株式総数  37,187,567 － －

総株主の議決権  － 369,766 －

（注）１.「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式36株及び当社所有の自己株式22株、並び

に株式会社総合システムの相互保有株式27株（持株会名義分を含む）、西日本住設株式会社の相互保有株式

116株（持株会名義分を含む）、及び株式会社ビー・エイド中西の相互保有株式30株（持株会名義分）が含ま

れている。

２.「完全議決権株式（その他）」欄には、業績連動型株式報酬制度（株式給付信託）に係る信託口が保有する

株式65,300株（議決権653個）が含まれている。
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②【自己株式等】

    2024年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合
（％）

（自己保有株式）

西部ガスホールディングス株式会社

福岡市博多区

千代一丁目17－１
85,300 － 85,300 0.23

（相互保有株式）

株式会社総合システム

北九州市八幡西区

医生ヶ丘３－５
800 12,500 13,300 0.04

（相互保有株式）

西日本住設株式会社

福岡市城南区神松

寺二丁目７－22
1,800 10,300 12,100 0.03

（相互保有株式）

株式会社ビー・エイド中西

福岡市西区飯氏

 935－６
－ 7,400 7,400 0.02

計 － 87,900 30,200 118,100 0.32

（注）１.上記のほか、株主名簿上は当社名義となっているが、実質的に所有していない株式が100株ある。

なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式(自己保有株式)」の中に含まれている。

当中間会計期間末日現在の自己名義所有株式数は、85,322株である。

２.株式会社総合システム、西日本住設株式会社、及び株式会社ビー・エイド中西の所有株式数のうち、他人名

義所有株式数はいずれも西部ガス共栄会(当社取引先持株会、福岡市博多区千代一丁目17－１)名義で保有し

ている株式である。

３．業績連動型株式報酬制度(株式給付信託)に係る信託口が保有する株式65,300株については、上記の自己株式

等に含まれていない。

 

２【役員の状況】

該当事項はない。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）及び「ガス事業会計規則」（1954年通商産業省令第15号）に基づいて作成して

いる。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成している。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けている。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 15,031 12,692

供給設備 63,999 62,579

業務設備 12,077 12,050

その他の設備 131,229 132,421

建設仮勘定 5,573 6,317

有形固定資産合計 227,911 226,060

無形固定資産   

のれん 141 185

その他無形固定資産 4,130 4,845

無形固定資産合計 4,271 5,030

投資その他の資産   

投資有価証券 55,837 53,158

長期貸付金 4,236 8,246

退職給付に係る資産 9,748 10,053

繰延税金資産 808 1,094

その他投資 6,159 6,091

貸倒引当金 △518 △534

投資その他の資産合計 76,272 78,108

固定資産合計 308,456 309,200

流動資産   

現金及び預金 27,397 23,600

受取手形、売掛金及び契約資産 29,715 23,672

商品及び製品 8,872 8,181

仕掛品 25,748 30,320

原材料及び貯蔵品 15,371 9,167

その他流動資産 16,408 11,451

貸倒引当金 △185 △175

流動資産合計 123,329 106,218

資産合計 431,785 415,418
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

固定負債   

社債 82,050 71,500

長期借入金 120,660 124,029

繰延税金負債 1,720 470

ガスホルダー修繕引当金 402 405

退職給付に係る負債 1,355 1,365

資産除去債務 886 890

その他固定負債 10,323 10,333

固定負債合計 217,397 208,994

流動負債   

１年以内に期限到来の固定負債 39,084 47,642

支払手形及び買掛金 14,797 8,073

短期借入金 37,198 28,942

未払法人税等 1,178 1,682

その他流動負債 16,554 16,876

流動負債合計 108,812 103,218

負債合計 326,210 312,213

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,629 20,629

資本剰余金 5,762 5,752

利益剰余金 56,107 55,924

自己株式 △363 △345

株主資本合計 82,136 81,961

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11,204 8,428

繰延ヘッジ損益 － 4

為替換算調整勘定 2,500 3,361

退職給付に係る調整累計額 2,511 2,261

その他の包括利益累計額合計 16,216 14,056

非支配株主持分 7,221 7,187

純資産合計 105,574 103,205

負債純資産合計 431,785 415,418
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

売上高 ※１ 121,157 ※１ 112,295

売上原価 86,002 78,484

売上総利益 35,155 33,811

供給販売費及び一般管理費 ※２ 32,513 ※２ 32,132

営業利益 2,641 1,679

営業外収益   

受取利息 33 53

受取配当金 449 494

持分法による投資利益 132 99

雑賃貸料 92 137

雑収入 716 680

営業外収益合計 1,424 1,465

営業外費用   

支払利息 676 781

雑支出 175 224

営業外費用合計 852 1,006

経常利益 3,213 2,139

特別利益   

投資有価証券売却益 － 317

特別利益合計 － 317

特別損失   

減損損失 － 173

特別損失合計 － 173

税金等調整前中間純利益 3,213 2,283

法人税等 917 1,083

中間純利益 2,295 1,199

非支配株主に帰属する中間純利益 79 84

親会社株主に帰属する中間純利益 2,216 1,115
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

中間純利益 2,295 1,199

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,995 △2,771

繰延ヘッジ損益 － 4

為替換算調整勘定 32 6

退職給付に係る調整額 △175 △249

持分法適用会社に対する持分相当額 920 875

その他の包括利益合計 4,772 △2,134

中間包括利益 7,068 △934

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 6,960 △1,044

非支配株主に係る中間包括利益 108 109
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
 至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
 至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 3,213 2,283

減価償却費 10,265 10,030

減損損失 － 173

長期前払費用の償却及び除却 474 460

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 6

受取利息及び受取配当金 △482 △548

支払利息 676 781

投資有価証券売却損益（△は益） － △317

投資有価証券評価損益（△は益） 12 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 4,757 6,042

棚卸資産の増減額（△は増加） △3,954 2,323

仕入債務の増減額（△は減少） △1,545 △6,723

未払消費税等の増減額（△は減少） △727 1,489

その他 △5,582 △300

小計 7,093 15,701

利息及び配当金の受取額 1,035 860

利息の支払額 △678 △778

法人税等の支払額 △232 △496

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,218 15,286

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △12,953 △9,729

有形及び無形固定資産の売却による収入 1,240 239

長期前払費用の取得による支出 △421 △293

投資有価証券の取得による支出 △699 △946

投資有価証券の売却による収入 80 489

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
349 －

貸付けによる支出 △2,941 △4,023

貸付金の回収による収入 92 380

その他 43 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,210 △13,927

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 429 △8,255

長期借入れによる収入 22,801 19,610

長期借入金の返済による支出 △24,996 △15,508

社債の償還による支出 △70 △70

自己株式の純増減額（△は増加） 0 △0

配当金の支払額 △1,298 △1,303

非支配株主への配当金の支払額 △211 △173

その他 △216 △345

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,563 △6,047

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,883 890

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,671 △3,797

現金及び現金同等物の期首残高 35,720 26,446

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※１ 27,049 ※１ 22,649
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用している。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っている。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はない。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

いる。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の中

間連結財務諸表及び連結財務諸表となっている。

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「繰延税金資産」及び「利

益剰余金」がそれぞれ81百万円増加している。

なお、この変更による前中間連結会計期間の中間連結損益計算書に与える影響はない。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

 

（中間連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入金に対する債務保証は、次のとおりである。

 
前連結会計年度

（2024年３月31日）
当中間連結会計期間
（2024年９月30日）

KEYS Bunkering West Japan㈱ 191百万円 162百万円

 

（中間連結損益計算書関係）

※１ 著しい季節的変動

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）及び当中間連結会計期間（自 2024年

４月１日 至 2024年９月30日）

当社グループの売上高は、ガス事業のウエイトが高いため、冬期を中心とした期間に多く計上されると

いう季節的変動がある。

 

※２ 供給販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりである。

  
 前中間連結会計期間
（自 2023年４月１日

   至 2023年９月30日）

 当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日

   至 2024年９月30日）

 退職給付費用 △14百万円 △184百万円

 ガスホルダー修繕引当金繰入額 21 21

 貸倒引当金繰入額 5 5

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次

のとおりである。

  
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

 現金及び預金勘定 28,091百万円 23,600百万円

 預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,041 △951

 現金及び現金同等物 27,049 22,649
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１．配当金支払額

 決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 

 

2023年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,298 35.00 2023年３月31日 2023年６月29日 利益剰余金

（注）2023年６月28日に定時株主総会で決議した普通株式に係る配当金の総額には、業績連動型株式報酬制度

（株式給付信託）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金2百万円が含まれている。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後と

なるもの

 決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 

 

2023年10月30日

取締役会
普通株式 1,298 35.00 2023年９月30日 2023年12月１日 利益剰余金

（注）2023年10月30日に取締役会で決議した普通株式に係る配当金の総額には、業績連動型株式報酬制度（株

式給付信託）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金2百万円が含まれている。

 

Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１．配当金支払額

 決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 

 

2024年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,298 35.00 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金

（注）2024年６月26日に定時株主総会で決議した普通株式に係る配当金の総額には、業績連動型株式報酬制度

（株式給付信託）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金2百万円が含まれている。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後と

なるもの

 決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

 

 

2024年10月31日

取締役会
普通株式 1,298 35.00 2024年９月30日 2024年12月２日 利益剰余金

（注）2024年10月31日に取締役会で決議した普通株式に係る配当金の総額には、業績連動型株式報酬制度（株

式給付信託）に係る信託口が保有する当社株式に対する配当金2百万円が含まれている。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ガス ＬＰＧ
電力・

その他

エネルギー

不動産 計

売上高          

外部顧客への売上高 74,909 8,482 10,857 16,215 110,465 10,692 121,157 － 121,157

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,147 1,880 555 2,231 5,815 2,506 8,321 △8,321 －

計 76,056 10,363 11,413 18,447 116,280 13,198 129,478 △8,321 121,157

セグメント利益
又は損失（△）

283 △326 1,012 1,645 2,614 484 3,098 △456 2,641

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品販売事業、情報処理

事業、飲食店事業等を含んでいる。

２．セグメント利益又は損失の調整額△456百万円には、セグメント間取引消去又は振替高80百万円及び

各報告セグメントに配分していない全社費用△536百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費である。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産にかかる重要な減損損失）

　該当事項はない。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はない。

 

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はない。
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Ⅱ 当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

 ガス ＬＰＧ
電力・

その他

エネルギー

不動産 計

売上高          

外部顧客への売上高 69,177 8,957 10,920 13,846 102,901 9,394 112,295 － 112,295

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,381 2,050 398 2,205 6,035 2,594 8,630 △8,630 －

計 70,558 11,008 11,318 16,051 108,936 11,989 120,926 △8,630 112,295

セグメント利益
又は損失（△）

103 △615 420 1,811 1,719 416 2,135 △456 1,679

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品販売事業、情報処理

事業、飲食店事業等を含んでいる。

２．セグメント利益又は損失の調整額△456百万円には、セグメント間取引消去又は振替高97百万円及び

各報告セグメントに配分していない全社費用△553百万円が含まれている。全社費用は、報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費である。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産にかかる重要な減損損失）

　該当事項はない。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はない。

 

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はない。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

　　財又はサービスの種類別の内訳

（単位：百万円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）２

合計
ガス ＬＰＧ

電力・

その他

エネルギー

不動産 計

都市ガス（注）１ 56,912 － － － 56,912 － 56,912

ＬＰＧ － 8,289 － － 8,291 － 8,291

電力 － － 5,544 － 5,544 － 5,544

海外ＬＮＧ出荷 － － 719 － 719 － 719

不動産販売 － － － 7,524 7,524 － 7,524

その他 9,558 － 2,593 6,420 18,572 10,377 28,950

顧客との契約から生じる収益 66,471 8,289 8,857 13,944 97,564 10,377 107,942

その他の収益（注）３ 8,437 193 2,000 2,270 12,900 314 13,214

外部顧客への売上高 74,909 8,482 10,857 16,215 110,465 10,692 121,157

（注）１．「都市ガス」は、「ガス事業会計規則」が適用される連結会社において、毎月の検針による使用量

の計量に基づき認識した収益43,243百万円を含んでいる。

　　　２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品販売事業、情報処

理事業、飲食店事業等を含んでいる。

　　　３．「その他の収益」は、電気・ガス価格激変緩和対策事業費補助金等（10,348百万円）の他、リース

に係る収益等を含んでいる。

 

　Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

　　財又はサービスの種類別の内訳

（単位：百万円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）２

合計
ガス ＬＰＧ

電力・

その他

エネルギー

不動産 計

都市ガス（注）１ 56,779 － － － 56,779 － 56,779

ＬＰＧ － 8,750 － － 8,750 － 8,750

電力 － － 7,100 － 7,100 － 7,100

海外ＬＮＧ出荷 － － 126 － 126 － 126

不動産販売 － － － 6,688 6,688 － 6,688

その他 9,734 － 2,868 4,703 17,306 9,055 26,362

顧客との契約から生じる収益 66,514 8,750 10,094 11,391 96,751 9,055 105,806

その他の収益（注）３ 2,663 207 825 2,454 6,150 339 6,489

外部顧客への売上高 69,177 8,957 10,920 13,846 102,901 9,394 112,295

（注）１．「都市ガス」は、「ガス事業会計規則」が適用される連結会社において、毎月の検針による使用量

の計量に基づき認識した収益38,621百万円を含んでいる。

　　　２．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、食品販売事業、情報処

理事業、飲食店事業等を含んでいる。

　　　３．「その他の収益」は、電気・ガス価格激変緩和対策事業費補助金等（3,356百万円）の他、リースに

係る収益等を含んでいる。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

１株当たり中間純利益 59円87銭 30円12銭

 （算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益
（百万円）

2,216 1,115

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益（百万円）
2,216 1,115

普通株式の期中平均株式数（千株） 37,027 37,032

（注）１. 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

２. 当社は、業績連動型株式報酬制度（株式給付信託）を導入しており、１株当たり中間純利益の算定上、

株式給付信託に係る信託口が保有する当社株式（前中間連結会計期間75千株、当中間連結会計期間70千

株）を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めている。

 

（重要な後発事象）

該当事項はない。

 

２【その他】

2024年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

１．配当金の総額                           1,298百万円

２．１株当たりの金額                       35.00円

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日     2024年12月２日

（注）2024年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項なし。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

  2024年11月12日

西部ガスホールディングス株式会社   
 
   取 締 役 会       御 中   

 

  
有限責任監査法人 ト ー マ ツ

　　福   岡   事   務   所
 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上 田 知 範

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 濵 村 正 治

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 永 江 孝 幸

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西部ガスホール

ディングス株式会社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から

2024年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利

益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、西部ガスホールディングス株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以 上

 

 

（注） １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管している。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていない。
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